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１．基本仕様

このシステムは複数箇所の騒音や振動を自動で測定し、測定結果を集中管理するためのシステ

ムです。

測定を行いたい場所に、騒音計や振動計を設置し、測定器のアナログＤＣ出力を使用して、管

理場所まで伝送し、ＡＤ変換器を介してパソコンにデータを取り込み管理します。

パソコンでは、各測定器から伝送されたデータを演算して各測定値として表示・記録などをお

こないます。あらかじめ設定された許容値を超える測定値を測定した場合には、警報ユニットを

介して警報装置を動作させることが出来ます。（オプション）

また、測定記録は、あらかじめ設定されたの範囲で１０分間間隔で行われ、計測結果は、ハー

ドディスクに記録されます。

記録されるデータはＬＭＡＸ、ｌＭＩＮ、Ｌ５、Ｌ１０、Ｌ５０、Ｌ９０、Ｌ９５及びＬｅｑ

です。
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２．システム構成

本システムの基本構成は次のようになっています。

ハードウェア

・騒音計（ＮＬ０５など）

・振動計（ＶＭ５２など）

・測定器収納ボックス

・パソコン

・データ印刷用プリンタ

・システムボックス

・警報ユニット（オプション）

※上記は基本構成です。アナログＤＣ出力を持っている騒音計、振動計であればこのシステ

ムで使用可能です。

ソフトウェア

・騒音振動計測システムソフトウェア

機器構成図

計測室内

警報装置

システム

ＢＯＸ

プリンタ 計測制御パソコン

計測フィールド

騒音計 騒音計

振動計

振動計
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３．ソフトウェアの機能

測定機能

連続または、タイマーで指定された時間で計測を行い、演算値の記録を行います。（記録さ

れるデータはデータ記録印刷機能を参照。）

データ表示は瞬時値を表示し、１秒毎に更新します。測定を行っていない場合にも瞬時値デ

ータは表示されます。

測定器の接続可能台数は最大８台とします。

データ記録印刷機能

データ記録は１０分間隔で行います。（固定です。変更できません。）

ＬＭＡＸ、ＬＭＩＮ、Ｌ５、Ｌ１０、Ｌ５０、Ｌ９０、Ｌ９５及びＬｅｑを１０分ごとに演

算し、演算結果を記録します。

印刷は各チャンネルごとの日次、月次帳票及びグラフ（日次及び月次）が印刷可能です。

月次帳票及び月次グラフは三つの時間帯に時間帯に分けた印刷が可能です。

その他機能

測定器からキャリブレーション信号を出力させることによる、入力信号のキャリブレーショ

ンが可能です。

あらかじめ登録されている以外の機器も機種登録を行うことで使用できます。（接続するた

めには、アナログＤＣ出力が必要です。）

オプション機能

警報基準値を超えるデータを測定した場合に、警報装置を動作させることができます。

仕様

最大測定点数 ８点（騒音と振動の合計）

記録間隔 １０分

計測タイマー ２個（１日につき２回まで開始時刻と終了時刻を設定可能です。）

最小表示単位 ０．１

サンプリング 約０．１秒間隔

（全てのＬｘ値の演算をこのサンプリングデータで行います。）

４．ハードウェアの仕様

４－１．測定器

本システムでは、アナログＤＣ出力可能な騒音計・振動計を接続することができます。

接続可能な測定器は、以下の仕様を満たしていることとします。

直流電圧または電流アナログ出力（変換器が必要になる場合があります。）

常時出力（システム側からは制御を行わずに出力が可能であること。）

連続動作（使用期間内での連続動作が可能であること。）

また、以下の機種に関しては接続テストを行っています。

騒音計 ＮＬ０５（リオン製）末尾スペック表参照

ＮＬ１５（リオン製）

ＮＬ０６（リオン製）

１０５１（電子測器製）

振動計 ＶＭ－５２（リオン製）末尾スペック表参照

ＶＭ－５２Ａ（リオン製）
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４－２ パソコン及びプリンタ

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００

ＣＰＵ ２００ＭＨｚ程度以上（Ｗｉｎ９８の場合）

メモリー ６４ＭＢ程度以上（ＯＳに依存）

データ容量 約２２ＫＢ／日（ｃｈ数、測定時間などにより変動）

ハードディスク ５００ＭＢ程度以上推奨

空き容量

シリアルポート １ポート以上必要（ＲＳ２３２Ｃポート）

※警報装置使用時は２ポート以上必要

プリンタ ＢＪＣ－８０Ｖ標準（Ｗｉｎｄｏｗｓで使用可能な機種）

※プリンタによっては正常に印刷を行わない場合があります。

４－３ データ通信・ＡＤ変換ユニット

データ入力 ０～２０ｍＡ

入力ｃｈ数 最大８ｃｈ

データ分解能 １２ビット

サンプリングレート 約１００ｍｓ（理論値は９８．４７ｍｓ）

変換精度 ±３ＬＳＢ

データ電送距離 ２ｋｍ

※データ伝送距離は目安です。ケーブル材質や周辺状況などの外的要因によって変わり

ます。（長距離になるほど誤差が大きくなる可能性が高くなります。）

４－４ 警報装置

データ入力 ＲＳ２３２Ｃ

警報接点数 最大８点

接点容量 １２５ＶＡＣ ３Ａ、３０ＶＤＣ ３Ａ

４－５ 信号変換器（電圧→電流変換）

騒音計・振動計の出力が電圧出力の場合に必要になります。

基準精度 ±０．１％

温度係数 ±０．０１５％／℃

応答時間 約２５ｍｓ（０→９０％）

電圧変動の影響 ±０．１％／許容電圧範囲（１００Ｖ±１０％）

４－６ データ電送ケーブル

ツイストペアケーブル（シールド付き）撚り線

芯数 １ペア（２芯）／ｃｈ

断面積 １．２５ｓｑ（推奨）
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５．ソフトウェア概要

①．設定

計測を行うための各種設定を行います。

工事名、工種、備考などの入力と、各チャンネルの設定を行います。

サブ画面として、使用機器登録などの画面があります。

①－１

設定

工事名 画面及び帳票に表示印刷するタイトルを入力します。

工種 工種を入力します。

備考 備考を入力します。

チャンネル設定 各チャンネルの設定を行います。使用チャンネル、場所、種別、

機種、使用レンジなどの設定を行います。

タイマー設定 連続測定を行うか、時間を指定して自動測定を行うか設定します。

ＣＡＬ調整 ＣＡＬ調整モードに切り替えます。（騒音計、振動計をＣＡＬモ

ードにしたあと、ソフトウェアをＣＡＬモードにして調整を行いま

す。）

機種別設定 使用機種の登録、設定変更を行います。

警報値 警報装置を動作させる数値を入力します。オプションです。

警報テスト 警報装置の動作テストを行います。オプションです。

呼出先設定 警報時の電話呼出先を設定します。オプションです。
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①－２．機種別設定

測定に使用する機種の登録と設定を行います。設定画面を呼び出すにはパスワードが

必要です。

機種 測定に使用する機種名を登録します。

パラメータ１～３ 機種ごとのフルスケール、ＣＡＬ、レンジ下端などを設定します。

レンジ１～６ 機種ごとの測定レンジを設定します。

種別 測定種別を設定します。（１＝騒音、２＝振動）

①－３．呼出先設定

電話呼出を行う呼出先の設定を行います。

数字 使用する呼び出し先と呼出番号の設定を行います。

呼び出し時間 警報時の呼び出し時間を設定します。

テスト 呼び出しテストを行います。
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②．測定

設置場所 センサー設置場所名が表示されます。

種別 センサーの測定種別が表示されます。

機種 センサーの機種名が表示されます。

計測値 現在の計測値を１秒間隔で表示します。

計測終了 計測を終了します。

※計測を行っていないときには画面にスタンバイの文字が表示されます。

計測を行っているときには計測中と表示されます。
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③．データ表示印刷

ファイル選択 データ表示印刷を行うファイルを選択します。

Ｌｘ グラフ作成を行う要素を選択します。複数選択可能です。

Ｃｈｎ グラフ作成を行うチャンネルを選択します。

データ表示 データ一覧を表示します。

シート印刷 データシートを印刷します。

グラフ印刷 グラフを印刷します。

データ一覧表示
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④月次処理

通常の印刷処理とは別に月次集計や集計データの印刷処理が行えます。

（別プログラムとして提供されます。）

処理切替 日次処理と月次処理を切り替えます。

ファイル選択 グラフを作成するデータを選択します。

月次集計 月次データ集計を行います。

特別月次グラフ 全チャンネルの要素別グラフを作成します。

Ｌｘ グラフ作成を行う要素を選択します。複数選択可能です。

Ｃｈｎ グラフ作成を行うチャンネルを選択します。

処理区分 表示印刷する集計区分の切替を行います。

シート印刷 データシートを印刷します。

グラフ印刷 グラフを印刷します。

※集計区分は３種類まで設定可能です。指定した時間範囲の集計を行います。
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＜参考資料＞

ＮＬ－０５スペック表（取扱説明書より主要部分のみ抜粋）

適応規格 計量法・普通騒音計

ＪＩＳＣ １５０２－ 普通騒音計１９９０

ＩＥＣ６５１：１９７９Ｔｙｐｅ２、ＩＥＣ８０４：１９８５Ｔｙｐｅ２

測定可能種類 Ａ特性、Ｃ特性及び平たん特性

基準御圧レベル ８５ｄＢ

基準レンジ ５０～１１０ｄＢ

軽量範囲（測定レベル範囲）

周波数補正 計量法による表示 ＪＩＳによる表示 ＩＥＣによる表示

Ａ特性 ３０～１３０ｄＢ ３０～１３０ｄＢ ２９～１３０ｄＢ

Ｃ特性 ３５～１３０ｄＢ ３４～１３０ｄＢ

平坦特性 ４０～１３０ｄＢ ３９～１３０ｄＢ

周波数範囲 ２０Ｈｚ～８ｋＨｚ（マイクロホンを含む）

１０Ｈｚ～２０ｋＨｚ（増幅器のみ）

周波数補正回路 Ａ、Ｃ平たん（Ｆｌａｔ）特性

実効値回路 真の実効値検出回路

動特性： Ｆａｓｔ、Ｓｌｏｗ

検出誤差：０．５ｄＢ以下（波高率３、フルスケールにおいて）

１．５ｄＢ以下（波高立１０、フルスケール－１０ｄＢにお

いて）

レベルレンジ切替器 １０ｄＢステップ、６段切替

２０～８０ｄＢ、３０～９０ｄＢ、４０～１００ｄＢ、５０～１１０ｄＢ

６０～１２０ｄＢ、７０～１３０ｄＢ

自己雑音 音圧レベル変換値

Ａ特性 ２４ｄＢ以下、 Ｃ特性 ２９ｄＢ以下

平たん特性 ３４ｄＢ以下

校正 内蔵発信器（１０００Ｈｚ正弦波）による電機校正

表示 液晶表示により、測定値、警報などを表示

測定値：数値表示…４けた表示、表示周期１秒、分解能０．１ｄＢ

バーグラフ…目盛範囲６０ｄＢ（２ｄＢステップ）、表示周期０．１秒

警告： Ｏｖｅｒ（過負荷）…スケール上限より＋９ｄＢで表示

Ｕｎｄｅｒ（過小信号）…フルスケール下限より－１ｄＢで表示

マイクロホン １／２インチ・エレクトレットコンデンサマイクロホン

形式： ＵＣ－５２

感度レベル：－３３ｄＢ（０ｄＢ＝１Ｖ／Ｐａ）

プリアンプ １／２インチ・コンデンサマイクロホン用プリアンプ

形式： ＮＨ－１６

直流出力端子 出力電圧： ３．５Ｖ（フルスケールにおいて）、０．５Ｖ／１０ｄＢ

出力抵抗： 約５０Ω、出力負荷：１０ｋΩ以上

使用温度範囲 －１０～＋５０℃、３０～９０％ＲＨ（結露しないこと）

寸法・重さ 約２２７（長さ）×７８（幅）×３１（厚さ）ｍｍ、約３００ｇ

ＶＭ５２スペック表（取扱説明書より必要部分のみ抜粋）
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形式認証番号 第Ｗ９４１号

適応規格 計量法・振動レベル計 ＪＩＳＣ １５１０－１９９５

測定可能種類 振動レベル、振動加速度レベル

測定レベル範囲 振動レベル ３０～１２０ｄＢ（０ｄＢ＝１０ ｍ／ｓ ）－５ ２

振動加速度レベル ３０～１２０ｄＢ

周波数範囲

計量法 振動レベル １～８０Ｈｚ

振動加速度レベル １～８０Ｈｚ

ＪＩＳ 振動レベル １～８０Ｈｚ

振動加速度レベル １～８０Ｈｚ

周波数回路 振動感覚補正特性： 計量法またはＪＩＳ規格による鉛直振動特性とＪＩ

Ｓ規格による水平振動特性

平たん特性 ： ＪＩＳ規格による平たん特性

実効値回路 真の実効値検出回路 動特性： ０．６３ｓ

レベルレンジ切替器 １０ｄＢステップ、６段

２０～７０ｄＢ、３０～８０ｄＢ、４０～９０ｄＢ、５０～１００ｄＢ、

６０～１１０ｄＢ、７０～１２０ｄＢ

自己雑音 振動レベル ２４ｄＢ以下

振動加速度レベル ２４ｄＢ以下

出力校正 内蔵発信器（３１．５Ｈｚ正弦波）による電気的校正

表示 バックライト付き液晶表示

数値表示： ４桁表示、表示周期 １秒、分解能０．１ｄＢ

Ｘ、Ｙ、Ｚ手動切替

バーグラフ表示：目盛範囲 ５０ｄＢ、表示周期 ０．１秒

分解能１０ｄＢ、Ｘ、Ｙ、Ｚ同時表示

警告； Ｏｖｅｒ 過大入力または増幅器飽和時に表示

Ｕｎｄｅｒ 過小入力時に表示（入力信号が各レンジの

下限を下回る場合）

振動ピックアップ 形式： ＰＶ－８３Ｂ

構造： せん断形圧電式加速度ピックアップ

検出方向： ３方向（Ｘ、Ｙ水平、Ｚ鉛直）

前置増幅器： 内蔵

寸法、質量： φ６７×４０．７ｍｍ、約３５０ｇ

その他： 防水性 保護等級２ 防滴Ⅱ形（ＪＩＳＣ０９２０）

出力端子 ＢＮＣコネクタ ３個（３方向）

直流出力 ３．０（Ｖフルスケールで）、０．５Ｖ／１０ｄＢ

使用温度範囲 －１０～＋５０℃、９０％ＲＨ以下（結露しないこと）

電源 ＡＣアダプタ（ＮＣ－３４）

消費電流 約１１０ｍＡ（６Ｖ、バックライト消灯時）

寸法・重さ 約２００（幅）×６６（高）×１７５（奥）ｍｍ

約１ｋｇ
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騒音振動システム設置写真（例）

騒音計・振動計収納ボックス内部
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日報出力イメージ
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日次グラフ出力イメージ
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月報出力イメージ
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月次グラフ出力イメージ



- 17 -

月次特別グラフ出力イメージ


